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rナ ミゴキ ブリJrjlattacoll｡inlla dcHrl肌 と被等物

1.成 虫C,

2,卵 塊0

3.劾 鼠｡

4.被審｢ブラインドJの一･部分｡

5.被害書籍｡

1,;3は略ぼ賓大,Ljは廓大､4,5は縮小O
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第 五 園 版 説 明

1.｢ロテノ-./I伽工｢クロスJの防露試験結果O

2.｢tlテノ-ン｣加工｢クTlス｣の防風試験柿兼｡
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第 六 圃 版 説 明

rロテノ-ン_加工｢クロスーは､無加工rクロス｣で

教本した､音符 乃鼠寄此校試験結果｡

に

無加工rクロス_髄奉

加エ｢クロス_塵本
同時就験｡

fi加工rクLPス_隈本革澗拭験し,
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基本用 クロスの防塵防鼠加工r

武層 三 富 項 臼]保 治 宮 島 式 廊
寸1

洋式に梨本された賓物が屡々､壷tjj詰めに著しく蝕賓さJl/.叉帳簿などが鼠に激しく噛薯さ
*

れて居るJ')を見る｡,そL'/)場合何れも賓物J)内部J)本紙自身よりもこ多くは表紙のク,,不の部分

の被賓が背しいのを見受ける,此JL)事鷺は､ク･p･J,が跡亡此等寄島や風vj食物として常通oコ紙

以上に好適である事を物語って居る｣､

今El普通に梨本に用仏られて居るクロスは生地となるべき木綿､其の他の極めて薄い布地 人

に､澱粉窄凱 充堪剤､顔教料､柔軟軌 鰍二11剤等の混合癖を糊塗し､東に防水加工して乾胤

枢機､艶ELI.し,更に型糾したもので見蕗や鼠は,此等の糊塗料年勘可殿粉糊を好んで食客する事

は明かであるL

本番､東洋ク｡71株式食酢の依頼に依 り､此等製本用クTI7u'Jj被寄防除法を考案し､就験し

た魔,極めて猫足すべき経典を得たので以Tその珊略を報魯し識者の批判を仰ぐ次第である.3

クロス新は上述の様に多食の糊塗料を以って加工するので,その中に各隆の寒剤を混入すれ

ば線審や鼠啓を避け得る事は必ずしも不可能では無い｡例へ凪 昇東とかBTi批鹿とかの棟恕薄

物を-定最梶入すれば関越をく轟庇の尊は防除Hi来る｡併し､斯かる毒物は同時に入関にも猛

藩であって､グロス類の棟Tg:ものに使用する事は危険干欝と云姥ねばならない(, 叉従来多少誠

軒られfe=防曲剤は.多 くは糊塗料の5-6%を摩周する薦めに､クロスの本'Bi'忙影響する塵も有

って賢用化されたものが無い

準 々は以静 (1〕尊宅の防畠にpチノーンをO･3㌔仕用ふる轟に依 り､督題の触啓を殆んど完全忙

免れ得た経験から､タロ-/tにも､此の人畜には殆んど無事Uつ強力防敵性物質鋸麗悶すれば必ず

所期の目的を接し得るもL?)と信じて, ′鷺施して見たのであるし

1. .2チノー y加工 クロスの製法及び其の製品外観

比の加工はクロスの糊塗料中に pチノ-ンを硬;{の形態方法で 由来る更け塊等にj#解混食

し､それ以撲vJ仕上工程は､全 く媒額の製汝と畢 りなく､i驚簸するので,加工漁に何等特典ゐ

手数を嬰しない)叉製品は小藩門家の鑑定に依るも外観､色津､l感鯛等の味に全然轡 りない事l

がl難 にゝ取っ払 ､ '

*樹版四番偲
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当. ロチノーソ加工ク ロスの防鹿試験

別項記軌叫童にクー･Lス顆を畔に甚だしく蝕審するのは排唖新のナミゴキブリであるので､此れ

を傭拭朗として任用したし･叉調塞期間は本年 6月15r-1かF,7月9日に至る25日間で､横就クtl
●

を7,は懇邦の鬼尿に矧 デた様なLn･]種籾とI/､精しく説明すれば攻の様になる.

A､無防組加コ二の骨油の漁色ク｡ス1

13. ロテノ-ンを以って完幾回持崩加工した黒色クTl-1､

C, ロテノ--/を以って不完封7:防赦-JJHユニした鼎色}/-1プ･L

i)､ tlチノーンq)代 りにヂり-/,粉末を以って防蛮加エした旗色ク｡ス..

此肇訳験晶娃外見だけでは､金魚髄別田粍な薦めII.i.1本乃至4本の挽&,鉛筆で附して番親代

りとし汚こ｡

試験の方汝は贋口瓶に各供訊クロス紅 故 づつとナミゴキブ.')の戚曲-:匹づつ入れヽ 毎El午
*

前中に執事状況を耽解した〔そL'/)結果笹､亀匠に示した梯であるが,経過を摘記すれば攻の棟

で.あるし

人 6月15日から試験を開始したが､同月J29Elに至 り.始めで蝕審し､其の後 7月1Eは ､t'i･

5･･6日の各日,夫 蝕々替し.竃贋Aに示す様になった｡1此の場合は加工クロ71よりも堪りて

蝕啓の着Lいのは注目すべきである｡,

,8, 6月15日から7T=]6日迄の22日間を通 じて重 く蝕審された形跡なく.供試鹿は嚢粥の上

達に錐死1,,でしまつ艶 ,

C, 試験開始後 7月5日になって､借かであるが蝕馨し､同6E=仁も極めヤ僅かに蝕審したが､

8日に至:3て速に弗托してしまつれ

I)､ 6月29日に重 り､始めて健かで按あるが､蝕寄し､裏に7月1日と5･6両日に少 蝕々啓を

兇たし併し矢張 り供就鵜は9日に凍死L.てしまつね｡ i

以上の威練から供試鼻U)死因が兆して蝕賓した グロス中の ロ,チノーンの中轟に依る新 香か

株,此れ丈けの就験では甚だ断定し乗ぬるが､Bの場合は単なる解死であり､C･Dの場合は

申韓死であるかも知れないU併し､何れにしても驚際閏願としてB侠訊品程波にTlテノ-ン加

A:して置けば尭づ､政の横島賓は防除し得るものと侶ずる｡

;i. trチノーy加工 クロスの防風試験

Vチノーンは兜色無臭の物質であるが､馬主艶は.その趣 く徴敦でも感知して忌避するL 鼠に封

･拝聞顕五番月代
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Lても亦同様の作用のある執 よ､ロチノーン肝如 J朝卿と)に認知されf(:事寛であったので､クー1

7･に肝 亡も一一定兇以上vjロテノp-ンを含有する堵倉田 射断 つ数JR-あるものと考-狩のである｡

本試験は党づ上記防油紙除に使用した横訳品と同一･の-JJHエタロI,.三種と無加工ク11スバ榎rL

就き鷺掘し､攻に別にロテノ-ン加二工と無-JJEl工の赤色クtz7Tlを以って聖教紙と歌宋紙の二様の

書物を作って訳験した{試験動物は､白鼠を一億歳飼料を胆-車に飢餓せしめたものに.tlチ

ノ-ン加工クロスと､普通の無力fL工タロ7,と-]kl利春に典-て観察LたO鼠抹飢-て居る薦めに､
i

此等ク71スに,畠r劇第-回の咽害をれ もーるも､pチノーン含有のクーコ-I,に射L/Cは､直ちに､

その毒性を感知し､-憾みした後は.決して第二阿以後の咽嘗抹しないし,併し､紙加工ク11-),
*

に封しては､引糖き食客を進め数十分の後には仝郡を食ひ擬すのを認めたし/L巻頭の賂琵Aは 一

部分丈け噛んだものを中途や取川したもV)であるし

叉､奥本にした場合も､飢鼠臥 無加工の普通クロスは忽ち未練全部を食払蒸すが.内部の
**

本紙は触 り噸賓しない(｣露虞 A)し.そこでロテノ-ン加工クロスの奥本のみを授輿して見ると､

矢張 り､政和-･krll､乃至､場所を換-て二回目性迄は､強く噛啓するが､直ちに毒性を知って

爾後は忌避して噛寄しないのむ認め私 基底で其の健-宜夜放思して見た鹿が,衣紋のクロス
**

を噛み破 り､書物の本紙の一部を噛零して居た(温度B)｡ 鼠枚普通ならば啓物の本紙など飴

り好む飼料ではないが,飢餓の度が増し,他に食すべきものが無 くなれば､止むなく本紙敬も

食ふ事が窺はれるC

以上の結果から見ると､此の棟にロチノーン加工したクロス綻普通の状態なれば､恐らく-鼠

客は全然受けもものでは無いと考- られる..叉､ 順令, 受けても､炭の山と噛みで｣ その後 1

枚､他の食物に移る事は想像に難 く患い｡

近来､資材不足の輔係から従来のプTJキ確の代用に紙粟晶が利用され,防職や強度の鮎では

棉常に代用償値のあるものもH来て居るが､鼠賓を受けて凶ると云ふ話を屡 々耳にする(,率研

究の舘雄臥 比の極紙粂晶に射してIG防鼠剤としてpチノーンカ.ミ利用され得る可静性の示唆を

輿-るものと恩ふし
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